
【連携内容】

２　事業計画と選定委員会での評価結果

必
須
の
役
割

（１） リハビリテーション施設従事者とケアマネジャーとの交流の場の設定

・港区地域リハビリテーション推進会議（区共催）（2回/年）

（２） ケアマネジャーへの研修

・医療と介護の合同研修会（2回/年）

・介護予防講座（3回/年）

（３） ケアプラン相談支援

・電話相談窓口　祝祭日を除く月・水・金曜日17時～18時

（１） 設置を予定する地域協議会（連絡会）

・港区地域リハビリテーション推進会議（区共催）（2回/年）

訪問・通所リハ
ビリテーション
分野への支援

地域リハビリ
テーション関係者

との連携強化

選択する役割

（１） 区市町村による在宅リハビリテーション支援事業等への支援

・介護予防講座の開催

（２） 脳卒中医療連携推進事業への支援

・脳卒中連携パスの計画管理病院であり、運営しているパスの管理を担う。

・連携パスの積極的な運用により、急性期から回復期へ切れ目のない連携を取る。

・（一社）脳卒中地域医療連携パス協会の世話人として、都標準パスの普及等に貢献

（３） 高次脳機能障害のリハビリテーション事業への支援

・外来において高次脳機能障害患者を受け入れ、身体診察、画像診断、神経心理学検査

による診断

・外来でのリハビリテーション治療、日常生活指導、社会資源の活用指導を中心とした診療

【評価結果】

地域リハビリテーション支援センターの事業計画について①　（区中央部）　　

１　選定病院

　　東京慈恵会医科大学附属病院 （港区）

３　区市町村・地区医師会への意見聴取

区　分 区　市　町　村 地　区　医　師　会

千代田区・中央区・港区・文京区・台東区

有　2か所

事　業　計　画

無　3か所 有　2か所 無　7か所

【連携内容】

　　所在地：東京都港区西新橋３－１９－１８

○下谷医師会

・台東区地域リハ支援センターの世話人に医師会から担当者

を出しており、定期的に会い参加しています。

○浅草医師会

・医師会から世話人を派遣。年間4回程度の世話人会が開

催。年間事業計画、研修会、講演会立案、開催後の反省

を行う。

現在の

連携状況

○中央区

・介護予防講座の開催と運営

○港区

・港区地域リハビリテーション推進会議の運営：港区地域リハ

ビリテーション推進会議を年間2回開催し、東京慈恵会医科

大学リハビリテーション医学講座教授の安保雅博先生を座長

（会長）に迎え、会議運営に携わっていただいています。

・医療と介護の合同研修会の開催：医療・介護・福祉の関

係者が一堂に会して受講できる「医療と介護の合同研修会」

を、今年度は令和2年2月13日に実施予定です。港区は当

研修をより効果的に活用できるよう、訪問看護・介護事業担

当部署と連携を取りながら参加者募集の周知に協力していま

す。

・区民等へ向けたリーフレットの作成：今年度は、リーフレット

「地域でリハビリテーションを受けるために」を作成しました。

・介護予防センター等で行う研修会への講師派遣：港区介

護予防総合センター「ラクっちゃ」主催の区民公開講座にリハ

ビリテーション科技師を派遣しました。講座テーマ「介護・フレイ

ル予防～しっかり動いて寝たきりを予防する」

・区後援による研修会の実施：港区後援の市民公開講座

を慈恵医科大学で開催しました。

・市民講座の周知：慈恵医科大学主催の市民公開講座の

ちらしを、港区が配布して区民等へ周知しました。

小　項　目

地域リハビリ
テーション力

の向上

（１） ＯＴ・ＰＴ・ＳＴ等対象の症例発表会など

・慈恵リハビリテーション研究会を開催し、症例発表、最新の研究結果発表をすることで、知

識の向上を図る。（9回/年）

・区中央部地域リハビリテーション合同研修会（4回/年）
（２） かかりつけ医へのリハビリテーション知識・技術情報提供

・医療圏内の医師会と協力して講演や技術提供

・電話相談窓口による情報提供

○千代田区

・当区は現在、九段坂病院に地域リハビリテーション支援を委

託しており、地域リハビリテーションセンターとの連携を行ってい

ない。地域リハビリテーションセンターの事業について詳細を把

握できていないため、当区が参加可能な事業があれば都度

情報提供をお願いしたい。

○千代田区

・リハビリテーション医療の中核的な医療機関として引き続き、

研修、各相談機関への支援、自治体・医療機関等の連携・

協力体制の拠点としての活動を継続していただきたい。

○港区

・平成24年度から開催されている「港区地域リハビリテーション

推進会議」は、令和元年度から「港区地域包括ケアシステム

推進会議」のもとに「港区地域リハビリテーション・介護予防推

進部会」として位置づけられました。今後、益々地域リハビリ

テーション連携の協力体制や今後の地域包括ケアシステムの

構築を推進していくためには、実績のある東京慈恵会医科大

学附属病院が、地域リハビリテーション支援センターとしての役

割を十分に果たせると判断できるので、港区としては、当病院

が引き続き支援センターの指定を受けることを要望します。

○小石川医師会

・二次保健医療圏内という大きな地域区分では、事業が計

画どおり行えるのか不安ですが、連携施設が増え、研修会へ

の参加が活発にできることを希望します。

○浅草医師会

・今後も医師、歯科医師、薬剤師、行政等多職種による世

話人会を通し、それぞれの立場からの意見をまとめ、リハビリ

テーションの枠にとらわれない会であって欲しいと希望する。

事業計画に

対する意見

指定に

対する意見

○浅草医師会

・当地域の支援センターの指定は適切と思っている。

資料６

評価項目
地域リハビリ
テーション力の
向上

訪問・通所リハ
ビリテーション
分野への支援

地域リハビリ
テーション関係
者との連携強化

事業実施内容等
（選択する役
割）

これまでの取組
状況（実績等）

小項目合計 総合評価

点　　数 3.40 3.20 3.60 4.00 3.80 18.00 3.60


